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「継続は力なり」は多くの人が知っている言葉だと思います。その意味は、「何事も継続すれば成

功につながる」ということです。誰でも目標をもって続ければ成功する、夢を叶えることができる

という意味で、たとえ今は結果が見えなくても、「継続」していれば、いつかは大成できるとし、続

けていくことの重要性を述べた言葉です。 

生徒の皆さんには「夢や目標、志」をもちましょうと話してきました。誰もがかなえたい夢や希

望はあると思います。時には途中で諦めてしまいたくなることもあると思います。それでも「継続」

を意識し続けることで、少しずつでも達成に近づくことができることと思います。日頃から積み重

ねの大切さを意識しましょう。 

さて、いよいよ「あかフェス２０２２」（10 月 21 日：開祭式、10 月 28 日：合唱コンクール・展

示）が開催されます。３年ぶりに全校そろっての開催となります。６月に開催された体育祭ととも

に、コロナ禍で「できることは何か」、「どうしたらできるか」を考えて、文化祭実行委員の皆さん

をはじめ生徒の皆さん一人ひとりが中心となって企画・運営に取り組んでくれました。皆さんには、

あかフェスを通して本校教育目標に「共に生きる」とあるように、みんなで協力することの素晴ら

しさや大切さを大いに感じとってほしいと思います。 

心を一つにして、一つのことを成し遂げることは私たちの感性と経験を必ず豊かなものにしてく

れます。来週の合唱コンクールに向け、各クラスで練習を重ねて頑張っていると思います。皆さん

の練習やリハーサルの様子を見たところ、とても素晴らしい合唱に仕上がってきていますね。当日

を楽しみにしています。練習開始当初は「歌声が出ていない」、「音程やハーモニーがそろっていな

い」などといろいろ課題点があったと思います。 

しかし、クラスや学年で団結してコンクールを一つの目標にして練習をし続けてきた成果が今あ

ると思います。やはり「継続は力なり」ですね。ちなみに「継続は力なり」は、もう一つ「諦めず

に取り組むこと自身が持つ能力の一つでもある」という

意味もあるそうです。継続できたことに自信を持ってく

ださい。 

あかフェスを通して、ひと回り成長するとともに、ス

ローガン「百花繚乱」を合言葉にみんなで盛り上がりま

しょう。そして、あか中の歴史の新たな１ページをみん

なで刻みましょう。 

 

 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/akanedai/


 

 

 

場 所：あかね台中学校 体育館、各教室 

開催日：令和４年１０月２８日（金） 

 

【課題曲】 １年：Let’s Search For Tomorrow  ２年：予感  ３年：信じる 
 

学級 選択曲 学級 選択曲 

１年１組 マイ バラード ２年４組 だれのものでもない今を 

１年２組 Believe ３年１組 ひとつの朝 

１年３組 ＣＯＳＭＯＳ ３年２組 君の隣にいたいから 

１年４組 明日へ ３年３組 ヒカリ 

２年１組 YELL ３年４組 
決意～二十一世紀を生きる君

たちへ 

２年２組 
あなたへ～旅立ちに寄せるメ

ッセージ～ 
３年５組 証 

２年３組 友～旅立ちの時～  

 

 

 

 

今年の 4 月に 3 年生を対象に実施しました、令和４年度全国学力・学習状況調査（生徒質問

紙・国語・数学・理科）の結果が届きました。個人の結果は各生徒に伝えましたが、学校全体の

傾向や特徴、課題点等の分析を行い、今後の教育活動に生かしたいと思います。 

 

＜生活習慣に関すること＞ 

朝食は 83.2％が必ずとっているとあり、例年同様、全国平均を上回りました。就寝・起床時間

は 80%以上が毎日決まった時間に就寝し、90%以上が毎日決まった時間におきています。全国平

均にほぼ同じです。 

 

＜心に関わること＞ 

自己有用感（84%）は例年通り、全国、神奈川平均よりも比較的高く、88%の生徒が先生から

認められていると感じている（全国、神奈川平均より 10%以上高い）との結果がでました。ま

た、チャレンジ精神は R3 よりも上昇し、全国、神奈川平均より 10%以上高い結果となりまし

た。なお、「いじめは絶対にだめ」と考える生徒が増え、数値的に圧倒的に改善しました。R3 は

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果考察 

あかフェス２０２２開催！ 



66％で全国平均を 15%下回っていましたが、今年度は 79.6％と神奈川平均を上回り、全国平均に

追い付き、規範意識が高まってきました。 

 

＜学習に関すること＞ 

平日の学習時間は例年と同じ傾向で、一日２時間以上が 64％と、全国 35％を大幅に上回ってい

ます。しかし、一日あたりの読書時間は「全くしない」が 50％と、全国平均を 10%上回っていま

す。学習改善に向けての取組は 87％が「できている」と答え、全国平均 74％を大きく上回りまし

た。また、総合的な学習では、自己課題について調べたり、発表したりするなどの取組ができて

いるかとの問いに対して、80％ができていると答え、全国平均 72％を上回りました。 

 

＜国語＞ 

ほとんどの問題で、正答率は全国、神奈川県の平均を上回っています。特に書写に関しての知

識は 10%以上高く、場面に応じた表現を捉える問題も平均より 10%以上高い結果となりました。

ただし、「情報を読み取って、自身の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く」こ

とについては、例年同様平均を下回っています。 

 

＜数学＞ 

 平均正答率は 61％で神奈川県より 8％高く、全国と比較すると約 10％高いという結果になりま

した。問題別に分析してもすべての問題が神奈川県の平均正答率を上回っています。しかし、図

形の領域の問題の正答率は他の領域の問題の正答率と比較すると低い傾向が見られました。 

 

＜理科＞ 

 平均正答率は 55％と、神奈川県の平均より５％高い結果となりました。平均値より 10％以上高

いものには、課題を解決するための実験の方法を問うものや、実験の結果から課題に対しての考

察を行うものが複数見られました。このことは、本校生徒の課題解決意識の高さが正答率の高さ

につながったものと考えられます。一方、県平均より下回ったものに「エネルギー」の単元の内

容がありました。グラフ作成の技能や実生活の中で現れる事象についての理解に課題が見られる

結果となりました。 

 

引き続き、さらなる教育活動の充実とともに、各種行事、学級活動、委員会活動、部活動等あ

らゆる教育活動を通し、あか中生のもつ優しさや思いやりを更に生かせるよう、こころの成長を

育んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 第１２回卒業証書授与式のお知らせ 

令和５年３月８日（水）に挙行いたします。 

★今年度の卒業式の日程が決定しました。小学校では卒業証書授与式の日程が学校に

よってことなったりもしますが、横浜市立の中学校では基本的に同日開催です。公

立高等学校の入学者選抜日程との調整等から決定いたしました。 



 

 

 令和４年 10 月 15 日（土）に横浜市恩田地域ケアプラザ様の開設 10 周年を祝う記念式典が開催され

ました。本校では、ケアプラザ開所当時から定期テスト前の自学習形式の「おんちゃんの部屋」やケ

アプラザのふれあいフェスタに参加、職業講話、認知症サポーター養成講座、そのほか多くの本校の

福祉活動にご支援とご協力をいただいてまいりました。誠にありがとうございます。 

 この度、本校の吹奏楽部と美術部の生徒が 10 周年記念式典とふれあいフェスタに参加させていただ

き、その記念日をともにお祝いすることができました。どうぞ今後も本校の教育活動にご支援のほど

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 
◆11 月 1 日 (火）：後期専門委員認証式 

◆11 月 7 日（月）：１年人権講演会 

◆11 月 8 日（火）：２年人権講演会 

◆11 月 15 日（火）：３年後期中間試験  （音楽・技家・美術） 

◆11 月 16 日（水）：１・２年後期中間試験（国語・社会・美術） 

３年後期中間試験  （国語・社会・保体） 

◆11 月 17 日（木）：全学年後期中間試験 （英語・理科・数学） 

◆11 月 22 日（火）：小中部活動交流 

◆11 月 25 日（金）：生徒会役員選挙 

◆11 月 30 日（水）：SDGs(TOYOTA)講演会 

おめでとうございます。恩田地域ケアプラザ１０周年 


